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資　料

『揚子江』記事総目録（4）

金　丸　裕　一
乾　　　暢　起

はしがき

１．この目録は，戦時期に刊行された日本語雑誌『揚子江』の総目録である。
２．採録にあたって，雑誌の原物にあたり記事名と頁数を確認しているが，ごく稀に実物を参照
できなかったものもある。その場合は，情報源について目録中に記した。
３．記事名・人名等の表記は旧字体のままとした。
４．解題・所在場所紹介などは，最終回に附す。

第６巻第１號（1943年１月，通算52號）

［口繪］
表紙／構成・松下正治
目次
（廣吿）三河興業株式會社
（廣吿）毒掃丸
（グラフ）支那のお正月
カット・漫畫／松下正治，南遊介，牛島一刀
［記事］
巻頭言／13
不敗必勝の態勢を確立せよ／大東亞大臣・靑木一雄／14
重慶の蒙を啓く／駐日中國大使・徐良／16
留學一年の所感／陳傑／19
現勢世界我觀／華中鐵道副總裁・田誠／20
淸郷と法幣囘收／石濱知行／25
長江のいるか（江猪）／栗本寅治／27
大東亞戰爭と支那經濟建設の重要性／大田喜久雄／28
農村的新年／野村杜季子／29

（　　）
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中國の書店を語る（座談會）／夏敬觀，錢痩鐵，朱其石，樓辛壺／35
フリードリツヒ・リストの生產力理論と現代中國の再建／朱朝仁／40
上海猶太の報吿（共榮圏下のダニ）／由利豐／46
戰友の／京野修一／46
支那芝居への思慕／竹屋治三郎／49
赤飯・唐繰／内山完造／50
酒と支那文學／吉田理／54
桂林から陽朔へ／高峰／58
桂林道中見聞記（重慶文化人の動勢を探る）／客人／60
龍井行／渡邊公平／63
日本音吉傅／沖田一／66
大東亞戰爭後の重慶政權の動き／陳彬龢／72
支那元旦の行事／74
天談／76
敗戰二年目／南通介／77
日支兩國民の相違について／陳々生／78
日本人各位に望む／甘々生／80
ル・チ爐邊會話／81
消極的發明／81
中國人の崇拝する人物／81
重慶名ぜりふ集／82
揚子江日誌／82
重慶いろは歌留多／本社重慶支局通信／83
蔣介石の初夢／重慶秘話探偵局調查／84
文句をいわぬこと／85
蚌埠に半島あり／87
中國新聞人が見た重慶の内幕／餘致中，芝明若水，黃成，長公／88
海運欄／98
離魂と全鳳釵記／河原流太郎／101
編輯後記・奥付／116

第６巻第２號（1943年２月，通算53號）

［口繪］
表紙・構成／松下正治
カット・漫畫／松下正治・榎本映一・三浦乃亞
（廣吿）國民工業學院

（　　）
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（廣吿）東亞海運
目次
（廣吿）ホシ結核專門藥／星製藥株式會社／目次下
（廣吿）毒掃丸／山崎帝國堂／目次下
（廣吿）三和銀行
（廣吿）構造社
（写真）龍の彫刻／撮影・上海陸海軍部報道部寫眞班
（廣吿）ユゼ洗粉
［記事］
宣戰布吿文／13
國民政府は起ち上がった／大東亞省支那事務局長／宇佐美珍彥／14
日華協定／租界還付及び治外法權撤廢に關する全文／17
新中國の參戰と對重慶關係／18
米英を威壓する東亞の新陣營／情報局第三部長／堀公一／20
共榮圏建設と支那勞働力の重要性／陸軍少將／松室孝良／23
儲備券と物資―今後の通貨工作の方途―／經博・中央儲備銀行顧問／木村增太郎／25
滿洲畫信／杉浦一雄／26
（廣吿）標語募集／東亞海運株式會社／26
中國靑年政治家／孫育才先生訪問記／鮑生／27
必勝態勢へ驀進―新中國の參戰を繞つて―／玉川龍彥／28
取り殘される重慶／志村武／30
在上海大使館事務所機構人事／33
重慶國民黨と蔣介石／林大學／34
イギリス公使「パークス」の銅像を撤去せよ／竹下匡三／36
最近に於ける藍表社C・C・團の解剖／本社南京支局／39
上海秘話／新粧する上海―保甲制度の蔭の達人―／河津潜／42
（廣吿）海貴來／河合洋行／46
（廣吿）へロモス／大興製藥／48
南洋華僑の兩巨頭・陳嘉庚と胡文虎／今野東行／51
龍の支那民族／三好莊風／54
鴨の手づかみ／上海博物研究會員・支那事情研究の文筆家／小畠實／60
支那の「轎」の話／吉田理／62
（座談會）中國學生の語る中國參戰に我等何を爲すべきか／（中國學生側）東京帝大理學部・徐國
憲，東京帝大文學部・陳祥閩，東京帝大農學部・晋林泉，東京帝大文學部・陳傑，東京齒科醫學
專門學校・汪德堅，東京工業大學建築家・王遵伯，明治大學政經科・張祥來，一高理科・房潤泰
（大東亞省事務局側）總務課長・堂ノ脇光雄，間諜事務官・中川幸雄，文化課囑託・小林隆助
（本社側）古瀬長榮，杉傅三郎，田中信雄／68
（廣吿）電通出版部

（　　）
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駒形丸事件／73
天つ光／天野耿彥／75
生かせてはおけぬこの化物／榎本映一／77
姑嬢・旅藝人／生稻龍二／78
最都上海街頭風景／高橋不迷／78
大陸向の鍬／79
支那の迷信／80
重慶うた澤・都々逸・謡曲・安來節／80
前綫慰問・演藝の時間／重慶MAKR放送局／82
呉季劍を掛く／新時代初級小學國語教科書第八巻／82
米蔣合作の前途／支那派遣軍情報部囑託／大野慶治／85
「打ちてし止まむ」の出展／88
フリードリツヒ・リストの生產力理論と現代中國の再建（下）／東京大學經濟學士／朱朝仁／89
支那奥地紀行・四川省の巻・峨媚山遊記／王明眞，庸吾譯／93
海運欄／98
海運人の決意／99
呉昌碩印象記／野竹／庸吾譯／101
支那奥地調查の先覺・楢原陳政とその足跡／中支振興會社調查室主任／米澤秀夫／104
芙蓉屏記（支那小説叢談第三話）／河原流太郎／107
孫文の遺囑／109
（廣吿）日本海汽船／113
（廣吿）岡田光學精機株式會社／115
編輯後記・奥付／116
（廣吿）三河興業株式會社／117
（廣吿）エリトーゼ／玉置商店／118

第６巻第３號（1943年３月，通算第54號）

［口繪］
表紙／松下正治
（廣吿）國民工業學院
（廣吿）東亞海運
目次
（廣吿）ホシ結核專門藥
（廣吿）毒掃丸
（廣吿）構造社・西村皎三著『遺書』
（グラフ）淸郷工作に凱旋揚る中央宣傳隊

（　　）
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（廣吿）ユゼ洗粉
カット・漫畫／松下正治・榎本映一
［記事］
巻頭言／9
戰ふ新中國經濟の動向／國民政府經濟最高顧問・石渡莊太郎／10
（廣吿）ヘモロス／11
新中國の武裝方略／西田當元／13
（廣吿）岡田光學精機株式會社／16
大東亞戰爭と支那戰綫／椋尾勝／17
治外法權撤廢と租界還付／中里利一／20
日本の文化と支那の文化／23
（廣吿）幡林醫院／25
言語雜感／大阪商船香港支店長・枝吉正保／26
貝とクリーク―嘉善採集紀行―／醫博上海自然科學研究所員・小宮義孝／28
上海の胃袋拜見／室町敏郎／32
（廣吿）海貴來／34
共產軍の重圍下に―大陸產業戰士は斯く戰ふ―／神田隆／36
（廣吿）東和齒科醫院／39
從軍詩抄／倉科信一／41
日華經濟強化座談會（座談會）／（出席者）北支那開發會社事務局長・秋田忠義，東亞海運會社專
務理事・北川要之助，華中鐡道會社副社長・田誠，中支那振興會社理事・園田三郎，三菱銀行取
締役・吉田政治，陸軍中將・菊池門也（本社側）古瀨長榮，杉傳三郎，田中信雄／42
（廣吿）ポンジー固形齒磨／55
（廣吿）日本海汽船／56
墓穴を掘る（繪）／榎本映一／57
國家的發明について／在上海・陳々生／58
宋蔣の仁／紅生／59
揚子江日誌／61
重慶の三多／61
セルフ・ベルブ／娘々生／62
國府參戰に煽られた米蔣／支那派遣軍報道部員・石原圓彌／65
上海ユダヤ避難民の新聞活動／貴志康人／68
趣味と研究／上海自然科學研究所長醫博・佐藤秀三／69
浙贛鐵道動く／71
海運欄／74
遊擊匪剔抉，あの手この手―笑止，孫文の肖像切り戰術―／太多亮生／76
新生上海に躍る時局の三人物―陳彬龢・邵式軍・張善琨―／中原敏／80
（廣吿）胃腸藥トモサン／83

（　　）
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支那小説史展望／上海毎日新聞記者・佐藤幸司／86
新著「杭州」發刊／89
（廣吿）國府還都三周年記念／92
編輯後記・奥付／96
（廣吿）映畫『潜水艦西へ‼』／97
（廣吿）エリトーゼ／98

第６巻第４號（1943年４月，通算第55號）

［口繪］
表紙（戰ふ中國海軍）／松下正治
カット・漫畫／松下正治・榎本映一・三浦乃亞
（廣吿）國民工業學院
（廣吿）東亞海運
（廣吿）ホシ結核專門藥／星製藥株式會社／目次下
（廣吿）毒掃丸／山崎帝國堂／目次下
（廣吿）エナルモン／帝國社臟器藥研究所
（廣吿）構造社
（口繪）海洋に伸びる新中國
（グラフ）國府三周年を祝ふ紙龍の行列
（廣吿）ユゼ洗粉／湯瀨產業會社
［記事］［東洋文庫所蔵分において，１～16頁が欠落しているので，目次から作成した。］
巻頭言／9［欠落］
純生國民党に告ぐ／並木啓三／10［欠落］
參戰民族資本は何処へ行く／大森淸三／14［欠落］
大陸戰時產業展望／17
大東亞戰爭勃發後の支那文化事情／相良惟一／18
（廣吿）日本海汽船／19
（廣吿）三亞商會・神戸商會・山口商會・泰喜洋行・營養屋・白山洋行／21
厄介な北支治安の實相／高田耕治／22
（廣吿）トモサン／23
沙漠は惱む―抗戰重慶のこの頃―／田島昌夫／25
（廣吿）パイロット／萬年筆／28
斷末魔に喘ぐ抗戰重慶の樣相／山中昭平／32
（廣吿）日本犬柴犬研究所／33
（廣吿）日本洋犬聯盟／33
黃河の「皮筏」／34

（　　）
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（座談會）世界戰局と重慶政權―朝日・讀賣・毎日・大陸新報四大社の新鋭が現地に語る―／（出
席者）朝日新聞支局・甲斐靜馬，讀賣報知支局・金久保通雄，大陸新報・小森慶三，朝日新聞支
局・林俊夫，毎日新聞支局・橘善守，大陸新報・名和獻三（本誌側）北村中支總局長／36
（廣吿）三上電氣公司／39
（廣吿）樋口通關所／39
重慶の掟書／45
顏振れそろふ上海民團議員／46
宋美齡（重慶の西太后）／長谷川仁／48
（廣吿）亞細亞鋼業株式會社／49
（廣吿）へロモス／大興製藥／49
（廣吿）華興商業銀行／51
（廣吿）揚子江社／53
（廣吿）日商上海支店／53
上海ユダヤ難民の經濟活動／貴志康人／54
扉／榎本映一畫／57
支那海賊座談會／司會者・白六生／58
斷食夜話／陳々生／61
揚子江日誌／62
ヤミナン哉／白々生／63
日華調查機關を統合せよ／64
紙と指／64
難局に蹶ガンヂー／池上敏／65
上海租界の敵性秘話／朝日新聞上海支局員／林大學／69
祈りて擊たむ／新京特別市至聖大路國立開拓研究所／天野耿彥／71
三角地帶／72
治外法權撤廢とその後の課題／本誌上海總局／74
支那の社會組織（特に血緣と地緣）／松室正憲／76
支那の卵／81
過去に於ける商帮の活動―主として上海を中心に―／長江產業貿易開發協會常務理事／大竹平八
郎／82
濁流に鬪ふ―大陸產業戰士秘話―／島耀く／82
（廣吿）中華煙草株式會社／82
（廣吿）福民醫院／83
（廣吿）篠崎醫院／83
扳舢（シャンパン）／生稻龍二／93
海運欄／94
編輯後記・奥付／96
（廣吿）移動映寫隊／映畫配給社／97

（　　）
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（廣吿）エリトーゼ／玉置商店／98

第６巻第５號（1943年５月，通算56號）

［口繪］
表紙・構成／松下正治
カット／松下正治
（廣吿）國民工業學院
（廣吿）東亞海運
目次
（廣吿）ホシ結核專門藥／星製藥株式會社／目次下
（廣吿）構造社／目次下
（廣吿）ユゼ洗粉／湯瀨產業會社
（廣吿）エナルモン／帝國社臟器藥研究所
［記事］
巻頭言／7
（座談會）舟山島の再建と警備―海軍記者が現地に語る―／（出席者）支那方面艦隊報道部・鹽田
中尉，海軍囑託・木村重三，讀賣支局・下村豐二，滿日特派員・大泉勝美，毎日支局・山本米治，
朝日支局・中原尚臣，東京新聞支局・石山基晴（本誌側）北村總局長，稻垣稔／8
（廣吿）岡田光學精機株式會社／10
懸賞標語當選發表／東亞海運株式會社船客課／17
（廣吿）日本洋犬聯盟／18
海運欄／21
支那民族の特性／大政翼賛會興亞局部長／桑島主計／23
（廣吿）日本海汽船／26
新駐日大使蔡培論／今野東行／28
治外法權の撤廢と在支日本人の敎育施設／前上海日本團敎育部長／水口民二郎／30
（廣吿）大丸／33
（廣吿）上海會館／33
自評／玉川龍彥／34
その後の西北開發／36
（廣吿）海貴來／河合洋行／37
揚子江日誌／38
滿洲畫信／杉浦一雄／38
米蔣空軍力の解剖／38
蔣軍の實勢力／40
玄奘法師の骨塔建立／41

（　　）
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（付記）蘇州居留民團／41
（廣吿）福大洋行／41
現地經濟展望―軍票經濟の終熄―中南支通貨統一の完成―／北林勝美／42
（廣吿）へロモス／大興製藥／43
（廣吿）松川屋・上海市錢業公會・莊保洋行・三木商店・楠木囘漕店・中山鑛業廠／44
支那宿にもいろいろあり／伊藤統助／45
長期戰體制へ躍進する國策會社の現況／揚子江社上海總局／46
中支の水力發電は可能か／49
（廣吿）ポンジー固形齒磨／岡本信太郎商店／51
三角地帶（とんがりながや）／54
國民政府要人歷略―昭和十八年四月調―／揚子江社南京支局／56
「草魚」海を渡る／62
行政機構改革後の國民政府職員錄／揚子江社南京支局調查部／63
國民政府施政の近況／67
見敵必殺，海鷲は羽搏く／鹽田孝道／70
東禪寺公館と租界撤廢／北西平／75
新中國の將來を擔ふ靑少年團結式に參列して／大日本靑少年團副團長／朝比奈策太郎／76
（廣吿）『戰場詩集／遺書』（西村皎三著，揚子江社）／76
（廣吿）オリエンタル寫眞工業／78
珠江の旅／渡邊公平／79
中國民心の今昔／上海瀛華洋行專務／栗本寅二／82
（廣吿）三井物產株式會社・中支那麥酒配給組合・中支那淸酒配給組合・九鬼公司／83
一條の光／天野耿彥／85
上海ユダヤ難民の經濟活動（下）／貴志康人／88
（廣吿）トモサン／91
大使館上海事務所の機構改革／95
（廣吿）上海海事懇談會／96
（廣吿）大丸洋行／96
（廣吿）南京居留民團／97
（廣吿）中央儲備銀行／97
（廣吿）三菱商事株式會社南京支店・大石洋行・福昌公司南京出張所・華中百貨店・東洋貿易株
式會社南京支店・丸甲洋行百貨店・本田商店南京支店・南京百貨店・南京堂書藥戾・富士屋呉服
店・有豐洋行／97
（廣吿）淺野物產公司・日本油脂株式會社上海支店・東洋拓殖株式會社上海支店・瀛華洋行・增
幸洋行・益記洋行・長崎公所・光中染織廠／98
（廣吿）三河興業株式會社／98
（廣吿）上海居留民團／99
（廣吿）上海特別市中央市場／99
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（廣吿）上海滿洲會／100
（廣吿）日本製鐵株式會社中支總局／100
（廣吿）双葉屋貿易公司・三友商會上海支店・中華電影有限公司・丸善石油株式會社上海支店・
エル・ムア公證拍買有限公司・隆記洋行／101
編輯後記・奥付／102
（廣吿）移動映寫隊／映畫配給社／103
（廣吿）エトリーゼ／玉置商店／104

第６巻第６號（1943年６月，通算第57號）

［口繪］
表紙（立ち上がる支那の農民）／構成・松下正治
目次
カット・挿繪／松下正治
漫畫／榎本映一
［記事］
巻頭言／7
對支政策の再進發論／村田省藏／8
船舶から見た米英抗戰力／丹澤吉雄／12
淸郷の新段階／高瀨梁／16
浙贛綫開通／長澤英雄／23
ヂヤンクの構造と其の特長／荒木重義／34
共榮圏の風土病／宮川米次／18
決戰大陸產業界展望／26
審がるゝ日の租界／神田隆／28
國民政府の參戰と上海特別市中央市場／原歌津緒／32
北疆にて／天野耿彥／37
三角地帶／38
對支新政策を語る／大東亞省事務局／40
同床異夢について／陳々生／52
揚子江日誌／52
夏小袖／紅々生／53
浙江省長傅式説の横顔／川田高／54
支那小説史展望／佐藤幸司／57
佛印風物斷想／室町敏／69
汝の爪で掘れ／島耀／74
海運欄／82
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編輯後記・奥付／86
 （以下，続く）
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